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輝く瞳 燃える情熱　～若人の夢 この北の大地に～

23 日 (土) ： 50 ～

コート 第 2 試合
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森野　泰宏（恵庭）

№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 【トーナメント戦績】
4 13 0 5 3 4 2 0 1 0 2 　 61 40

5 20 0 7 6 5 0 0 0 0 0

6 17 0 7 3 6 0 0 0 0 0

7 2 0 1 0 7 2 0 1 0 0 69 25

8 8 8 0 4 0 1 35 59

9 9 6 2 0 0 1

10 10 0 0 0 0 0

11 4 0 1 2 11 0 0 0 0 1 50 33

12 0 0 0 0 12 0 0 0 0 1 41 80

13 1 0 0 1 13 4 0 2 0 5

14 14

15 15 10 0 5 0 4 44 59

16 0 0 0 0 16 71 58

17 2 0 1 0 17

18 0 0 0 0 18 1 0 0 1 4

59 0 22 15 33 2 13 1 19 35 47

深江中(長崎)

中野　真希

合計 7 合計

0 木村　沙耶
北星学園中(北海道)

後藤　美紀 0 柄澤　方子

後藤　彩 0 赤川　愛

渡邉　萌
塚口中(兵庫)

片野　怡帆 金子　智美

河合　紗希

木原　穂奈美 0 阿部　春菜
東海大付翔洋中(静

岡)

籠橋　あかり

細江　真子 0 渡辺　歩実

荒川　真寿美 0 小泉　素子

帯広第四中(北海道) 猪子石中(愛知)

吉原　沙耶
盛岡白百合中(岩手)

上村　美由希 駒沢　友花里

浦　友紀菜 式部　彩乃

井川中(秋田)

愛宕中(北海道)
内藤　しずか 2 大瀧　あずさ

菅沼　夏菜

大治中(愛知)

2 玉木　絵理奈
折尾中(福岡)

和田　静香 3 渡邉　まどか

吉田　千沙 0 赤澤　里佳

【個人トータル表】
猪子石(愛知) 石山(新潟)

氏　　名 反則 氏　　名

主　審 黒崎　直子　(広島) 副　審

猪子石結　果
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谷川　裕　(神奈川)

愛知
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16 10
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33 石山

新潟

　【戦評】

【試合結果】
女子 決勝トーナメント（１回戦）

  強豪がひしめく予選Ｋリーグを２勝し，１位で決勝トーナメントに進出した東海ブロック代表
猪子石中と大阪東住吉中の１戦に勝利し予選リーグを突破した，北信越ブロック１位の石山中と
の一戦である。
　試合開始，両チーム共にハーフコートのマンツーマンでスタートする。猪子石は高さを生かし
流れに乗りたいがシュートが思うように決まらずペースをつかめない。石山もターンノーバーを
連続したりと互いに乗り切れない。しかし，オフェンスリバウンドを支配し始めた猪子石が16－
10とリードして第１クォーターを終了。
　第２クォーターに入ってもリバウンドは猪子石が支配を続けるが肝心のシュートが決まらな
い。逆に石山は少ないシュートチャンスを確実に決め，一時１点差までつめよる。最終的に３点
のビハインドで前半を折り返す。
  第３クォーター。猪子石は＃５和田がオフェンスリバウンド，ポストプレイとゴール下で粘り
を見せ，着実に得点を重ねていく。石山は相手の高さのあるディフェンスに攻撃を阻まれ，点差
は少しずつ広がっていった。第３クォーター終了，猪子石　37－27　石山。
　第４クォーターも猪子石の勢いは変わらない。＃６菅沼，＃４吉田のシュートで一気に15点
差。石山，流れを変えようとタイムアウト。石山は１－２－１－１のゾーンプレスと速い展開で
追いつこうとするが，結局，勢いに乗った猪子石の「猪突猛進」を止めることはできなかった。
準々決勝以降も猪子石の戦いぶりが楽しみである。
　敗れはしたが，石山中も北信越１位のプライドを見せ，粘り強いディフェンスで会場にいる観
客の心を引いた。

日　時 　　平成１５年８月 10

会　場 　北海道立総合体育センター（きたえーる）

松山南第二中(愛媛)

石山中(新潟)

東京成徳中(東京)

純心中(長崎)

樟蔭東中(大阪)


